
防コミの歩き方たずね歩き消防団
～　津波が来る来る　いつか来る
　　　　備えあるから大丈夫
　　　みんなで声かけて　湊川
　　　　　　　公園目指して急ぎます♪～
「炭坑節」のメロディーに乗って登場した
のは入江地区防災福祉コミュニティ副委員
長の平石さん。三味線にシルクハットで、
津波の啓発のために作った替え歌を声高ら
かに歌われました。
２月９日、兵庫区の入江地区防災福祉コミュ
ニティが静岡県焼津市の港第23自治会（自主
防災組織）の
方々をお迎えし
た、津波対策
についての意
見交換会での
一場面です。
兵庫区といえば、神戸市内で最も津波浸

水想定区域が広い行政区で、入江地区防災
福祉コミュニティも、その大半が津波浸水
想定区域となるため、日頃からさまざまな
防災活動に取り組んでおられます。津波の
際は湊川公園へ水平避難することがまず第
一ですが、逃げ遅れた場合など丈夫な建物
の３階以上に避難せざるを得ない状況も予
想されます。そのため昨年度は地元の企業
のご協力のもと、要援護者の避難支援訓練
を含む、津波避難訓練を実施しました。
静岡県焼津市は、駿河湾に面しており、

今回来られた港第23区自治会の方々も特に
津波についても高い関心を持たれていま
す。南海トラフ巨大地震に伴う津波が発生

した場合、焼津市では津波高さ10メートル、
津波到達時間２分という深刻な想定となって
いるため、行政や自主防災組織でもさまざ
まな対応策をとられています。
このようにお互いの取り組みを情報交換

しましたが、なかでも、入江地区防災福祉
コミュニティの方の阪神・淡路大震災の体
験談では、焼津市の方からは「生の体験談
を聞くことができて有意義であった」「実際
に震災を体験された方々のお話には説得力
があった」とのお声もありました。
兵庫区では静岡県焼津市だけでなく昨年９

月には兵庫区北西部の４地区の防災福祉コ
ミュニティが、愛知県刈谷市の自主防災組織
の方々の視察研修を受け入れています。
このように神戸市内だけでなく、他都市
の自主防災組織の方と交流を深めることは、
お互いの活動に新しい風を送り込むことが
できるのでとても有意義な活動であると感
じております。神戸を訪れた他都市の自主
防災組織の方々からは「これをきっかけにお
互い交流を続けていきたい」といううれしい
感想も聞くことができました。
今後もこのような機会を設けていければ

と考えております。
（兵庫消防署　西尾裕子）

垂水北分団は垂水消防団９番目の分団とし
て、４月１日に発足しました。団員個々は約４
年間本団付として、各分団の行事、訓練に
参加し、消防関係の勉強をさせていただき
ました。垂水北部、西区に隣接するニュータ
ウン地区の開発にともない、地域防災をより
強化するために平成２２年６月から垂水消防団
の新分団設立計画から約５年間、垂水消防
署、垂水消防団の皆さまにお世話になり４月
２６日、待ちに待った結団式をおこなうことが
できました。現在は器具庫、詰所がないの
で垂水消防署内、垂水消防団本部を借りて、
分団会議をしたり、消防署において資器材の
取り扱い訓練を実施したりしています。
垂水北分団の管轄地域は、東西約３km、
南北約３km、JR垂水駅、JR舞子駅、JR朝
霧駅からバスで約２０分の時間を要する神陵
台、西脇、本多聞、舞多聞東、舞多聞西、
多聞町、小束本町、小束台、小束山手（西
脇、本多聞にあっては多聞分団への通常応
援）を担当します。この地域は、新興住宅

地といっても、新旧住宅地が存在する土地
柄です。この地域を預かる垂水北分団は、
分団長以下９人の分団員で地域の皆さまと
の「ふれあいと人と人との絆を大切に」を肝
に銘じ、災害活動はもちろんのこと、さま
ざまな地域活動に従事していきます。
私自身、初めて分団長として垂水北分団

を預かる身になり、垂水消防署の皆さま、
先輩諸氏のご指導を仰ぎながら、消防活動
に励み邁進していきます。
これからは、地域開催の行事、小中学校
の各種行事の訪問と運営協力など、地元に
根付いた密着型消防団活動を心掛けたいと
思います。あらゆる災害にも対処できるよう
に、垂水消防団はもとより、垂水消防署の
皆さま、地域住民の皆さまとともに、防災
リーダーとして防災器具の取り扱い指導、
AED救急処置の講習会、小型動力ポンプ操
法訓練、地域内にある１００トン防火水槽点
検の実施等を目標として、安全安心な日常
生活とともに、密着した防火防災活動を心
掛けていきたいと思います。このような地
域に根付いた活動を通し、垂水北分団団員
一同、より多くの地域住民の方々とのふれ
あいと絆を大切にしていきたいと思います。

(垂水北消防団　分団長　北野安伸)

地域のふれあい「人と人との絆」を大切に ようこそ！焼津市港第23自治会様 入江地区防災福祉コミュニティ
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